
顛末書 
会議の名称 中野市北部地区小学校統合準備委員会 第３回総務部会 

日時 平成29年５月29日（月） 午後６時30分～午後８時８分 

会場 平岡小学校 視聴覚室  

出席者 

・出席委員15名 

下川昌平、小林和夫、武田金一、武田浩明、上野恵佐夫、田中貴光、 

河野文隆、齋藤文子、丸山絵美子、荻原伸一、新井寛隆、山形哲也、 

古平靖彦、小島茂、舘田淳 

・事務局職員  

小林学校教育課長、阿藤学校教育課長補佐兼総務係長、田中副主幹、 

池田指導主事 

次第 

１ 開会 

２ 部会長あいさつ 

３ 会議事項 

⑴ 校名について 

⑵ 校歌について 

⑶ 校章について 

⑷ 学校施設等整備について 

⑸ 次回の日程について 

４ その他 

５ 閉会 

主な質問・意見等 

＜校名について＞ 

●募集内容でふさわしい理由を書くなかにイメージや新しい学校への思い

を皆さんから募集するということにして良いのかどうか、中野市の教育

大綱に沿った形で募集したほうが、ある程度しぼれてくるのではないか。

選定の理由にもなる。 

●新校の校名に関して具体的なイメージを煮詰めるには、まだ難しい時期

ではないか。 

●校名に関して新校にかける思いをこちらで出していくことが出来るかど

うか。 

●校名について思いを制限すると選択肢を狭めるのではないか。 

●広く募集をすれば、素晴らしい案が寄せられる可能性もある。 

●制限を設けた場合の応募者の個人情報が正しいかどうかの把握方法はど

うするのか。 

●ある程度の規制を設けるが、採用されても表彰などする予定はないので

決定後の影響はない。住所・氏名のしっかり記入されているものに限れ

ばどうか。 

 

＜校歌について＞ 

（制作時期について） 

●開校後では入学式に校歌が歌えないのではないか。 

●開校してから、学校の雰囲気や理念が明らかになってからという学校

もある 

●【絆】という既存の歌を統一歌とする動きがある。 

●作詞を生徒や職員みんなでつくるのはどうか 

●統合する学校のそれぞれの歴史や思いはあるが、やはり新校には新し

い校歌、校章、校名で新しい気持ちで向かわせてあげたい 



●統合後の新校に通う在校生（今現在３年生以下）にとっては、統合に

向けての願いや気持ちを作っていくという意味で、開校前に校歌があ

ったほうが良いのではないか。 

●統合前に作るべきではないか。 

 

（制作手法について） 

●願いを伝えて専門家に依頼するか、子ども達などに依頼するか。 

●複数曲の中から選ぶことは可能か。 

●専門家に依頼した場合断りづらい。 

●統合校のそれぞれの校歌を混ぜ合わせてはどうか。 

●歌詞を公募して、作曲者は専門家に委託するのはどうか。 

●有名な作曲家に依頼すれば作詞多数応募の期待。 

●やはり完成度のある校歌を求める、見劣りしない校歌が必要。 

●４校の校歌を聞いて頂いて新校の校歌を作ってもらいたい。 

 

＜学校施設等整備について＞ 

（校舎等の設備について） 

●平岡小学校からは、普通教室は各階に６教室で全18教室としたいと要

望している。 

●保健室、パソコン室の増設または移転。 

●地域ボランティアの集まれる部屋があるとよいか。 

●倉庫スペース、職員の更衣室の増設希望。 

●コンテナ室のスペースの問題はどうなるのか。 

●内装をきれいにしてあげると、子ども達も喜ぶのではないか。 

●校内が暗いのでもう少し明るく、トイレの改善。 

●ICT コンピュータ等の環境。 

 

（駐車場の整備などについて） 

●子ども達を送迎する保護者の駐車スペースを確保するのが良いか、子

ども達の遊べる緑のあるスペースが良いかなど、土地があれば広げて

ほしい。 

●スクールバスに安全に乗降できるスペースの確保。 

●緑を残しつつ、スクールバスや保護者の送迎時の乗降スペースを確保

したい。 

●立体駐車場はどうかという意見があったが、危険があると思う。 

 

今回のまとめと次

回の検討事項 

●校名について、決定方針案及び募集要項案の一部を修正して、6月9日～7

月14日の間、公募していくことを決定した。 

●校歌について、制作手法については、次回議論を深めたい。 

●校章について、現在の校章の活用状況を確認し、校名募集の進捗を確認

しながら、次回、スケジュールと制作手法について議論を深めることと

した。 

●学校施設等整備について、学校施設等設備の課題等を整理し、次回以降

具体的な図面等により検討することとした。 

 


